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指
宿
は
、
温
暖
な
気
候
と
豊
富
な

温
泉
資
源
を
持
つ
観
光
都
市
で
あ

り
、
日
本
屈
指
の
観
葉
植
物
生
産
地

で
す
。
指
宿
市
西
方
で
㈲
田
原
迫
ヤ

シ
園
を
経
営
す
る
田
原
迫
公
一
さ
ん

（
31
）
は
父
と
母
、
７
名
の
従
業
員

と
共
に
シ
マ
ト
ネ
リ
コ
・
オ
ー
ガ
ス

タ
・
サ
ボ
テ
ン
・
ヤ
シ
類
な
ど
の
観

葉
植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
田
原

迫
さ
ん
は
県
内
の
高
校
を
卒
業
後
、

東
京
の
専
門
学
校
へ
進
み
、
東
京
・

愛
知
・
沖
縄
で
４
年
間
、
市
場
関
係

の
研
修
を
受
け
、26
才
の
時
に
就
農
。

今
年
の
７
月
に
社
長
に
な
っ
た
ば
か

り
で
す
。
現
在
、
い
ぶ
す
き
観
葉
青

年
部
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

観
葉
植
物
は
品
種
も
、
市
場
・
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
で
、
変

化
を
的
確
に
捉
え
て
新
品
種
の
開
発

や
施
設
の
拡
充
を
行
う
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
中

で
培
わ
れ
た
生
産
技
術
と
商

品
開
発
力
を
持
つ
指
宿
の
観

葉
植
物
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
原
迫

さ
ん
は
﹁
父
か
ら
会
社
を
継

い
で
３
代
目
と
い
う
こ
と
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
が
、

し
っ
か
り
売
上
げ
を
伸
ば

し
、
指
宿
の
観
葉
植
物
生
産

に
貢
献
し
た
い
。
お
客
様
か

ら
喜
び
の
声
が
聞
け
た
時
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
。﹂
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

指
宿
地
区

田
原
迫
　
公
一
さ
ん

ー「
農
」に
か
け
る
思
い
ー

山
川
地
区
葉
茎
菜
部
会
は
８
月
９
日
、
管
内
の

中
央
配
送
セ
ン
タ
ー
２
階
で
グ
リ
ー
ン
ボ
ー

ル
の
反
省
会
・
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
産
者
13
名
が
参
加
し
、
２
０
１
２
年
度

の
実
績
検
討
、
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
同
部
会
の
グ
リ
ー
ン
ボ
ー

ル
は
３
割
ほ
ど
が
契
約
販
売
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
２
０
１
３
年
度
は
、
共
販
３
８
５
ｔ
、

３
６
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

前
田
猛
部
会
長
は
﹁
安
定
し
た
品
質
・
数

量
の
出
荷
を
行
い
、
高
値
で
の
販
売
が
出
来
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

管
内
で
そ
ら
ま
め
の
定
植
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
ら
ま
め
は
、
年
内
か
ら
収
穫
が

始
ま
り
、
５
月
ま
で
の
長
期
で
出
荷
が
行

わ
れ
ま
す
。
国
内
で
い
ち
早
く
出
荷
が
で

き
る
当
産
地
で
は
、
低
温
（
バ
ー
ナ
リ
）

処
理
さ
れ
た
種
子
を
定
植
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
水
迫
智
弘
さ
ん
は
、｢

栽
培

に
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
面
も
あ
り
ま

す
が
、
丁
寧
に
肥
培
管
理
を
行
い
、
今
年

も
お
い
し
い
そ
ら
ま
め
を
全
国
に
届
け
た

い
。｣

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で

は
平
成
25
年
度
、
２
３
５
０
ト
ン
の
出
荷

量
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

生産者13名が参加したグリンボール講習会

植物の手入れをする田原迫さん

管内で始まったそらまめの定植作業

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

そ
ら
ま
め
定
植
始
ま
る

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
講
習
会
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指
宿
市
山
川
の
広
域

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
葉
茎

菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
レ
タ
ス
）
の
セ

ル
苗
播
種
作
業
が
８
月

中
旬
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
当
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
は
管
内
の
生
産
者
か

ら
時
期
、
品
種
ご
と
に

注
文
を
受
け
、
苗
の
生

産
を
行
っ
て
お
り
、
農

家
の
法
人
、
大
型
化
が

年
々
進
み
、
セ
ル
苗
の

注
文
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
品
種
で
30
種
類
以
上
、
合
計
ト
レ
ー
数
で

３
０
０
０
０
ト
レ
ー
以
上
を
２
月
ま
で
生
産
し
ま

す
が
、
９
月
下
旬
～
10
月
中
旬
の
定
植
が
多
い
た

め
、
現
在
で
は
毎
日
１
０
０
０
ト
レ
ー
以
上
を

播
種
す
る
忙
し
さ
で
す
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
担
当

者
は
、﹁
生
産
者
へ
少
し
で
も
良
い
苗
を
届
け
た

い
。﹂
と
管
理
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

広
域
育
苗
セ
ン
タ
ー
秋
冬
作
苗
生
産

組合員からの情報提供窓口のお知らせ
　当ＪＡの理事の職務遂行や、業務に関する一
般的な苦情に係る情報提供を受ける窓口を、下
記のとおり設置しておりますので、お知らせい
たします。

（１）理事の職務遂行に係るもの
　　　連絡先
　　　住　　　所　指宿市山川成川３８３０番地
　　　電 話 番 号　０９９３－３５－３４１１
　　　　　　　　　（監査室）
　　　受 付 監 事　常勤監事　田中　博　宛

（２）業務に関する一般的なもの
　　　連絡先
　　　住　　　所　指宿市山川成川３８３０番地
　　　電 話 番 号　０９９３－３５－３４１１
　　　担当部署名　コンプライアンス推進室

※　上記の（１）、（２）ともお電話の場合は…
　月曜日～金曜日、9時～ 16時にお願いします。

８
月
18
日
、
南
九
州
市
頴
娃
町
の
頴
娃

運
動
公
園
で
﹁
え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り

２
０
１
３
﹂
が
開
催
さ
れ
、
ご
っ
そ
い
（
全

部
の
意
）
ひ
と
つ
に
な
り
、
ま
つ
り
一
色
に

染
ま
り
ま
し
た
。
園
児
の
ゆ
う
ぎ
，
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
，
青
年
太
鼓
，
牛
の
ゴ
ッ
ソ
イ
焼
き

サ
ー
ビ
ス
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
あ
り
、

大
迫
力
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
も
青
年
部
・
女
性
部
・
頴
娃
地
区

職
員
が
準
備
や
駐
車
場
案
内
、
出
店
な
ど
イ

ベ
ン
ト
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ハウス内の様子

牛のゴッソイ焼きの準備をするＪＡいぶすき青年部員

セル苗の播種作業

「
え
い
の
ゴ
ッ
ソ
イ
ま
つ
り
２
０
１
３
」
開
催
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８
月
７
日
、
開
聞
セ

ル
フ
給
油
所
で
平
成
25

年
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
各

地
区
の
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

10
名
が
出
場
し
、
開
聞

セ
ル
フ
給
油
所
の
尾
野

晃
所
長
が
県
大
会
出
場

者
（
１
位
）
に
決
ま
り

ま
し
た
。
大
会
は
Ｓ
Ｓ

ス
タ
ッ
フ
の
資
質
・
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
、
出

場
ス
タ
ッ
フ
は
限
ら
れ
た
時
間
で
接
客

や
安
全
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
な
ど
４
項
目

で
審
査
さ
れ
、
お
互
い
の
技
術
を
競
い

ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

参加したSSスタッフ・JA職員

審査の様子
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山
川
地
区
女
性
部
は
８
月
20
日
、

管
内
の
山
川
総
合
支
所
で
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
を
開
催
し
、
女

性
部
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
の
仕
事
や
農
作
業
の
疲
れ
を
癒

す
た
め
に
企
画
し
、
参
加
者
は
同
じ

材
料
を
使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
の
あ
る
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
女
性
部
員
は
﹁
全
員
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。﹂
と
話

し
ま
し
た
。

指
宿
地
区
女
性
部
は
８
月
23
日
、
管

内
の
中
部
支
所
で
家
の
光
記
事
活
用
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。﹁
協
同
の
こ
こ

ろ
﹂
を
家
庭
で
育
む
雑
誌
﹁
家
の
光
﹂

の
記
事
か
ら
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

（
自
分
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
際

に
、
家
族
に
伝
え
た
い
自
分
の
気
持
ち

を
記
し
た
覚
書
）
の
書
き
方
に
つ
い
て

学
び
、
実
際
に
製
作
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
﹁
書
い
た
こ
と
で
頭
の
中
が
整
理

さ
れ
た
。
自
分
を
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

喜
入
地
区
女
性
部
は
８
月
16
日
、
鹿
児

島
市
立
生
見
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
に

﹁
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
﹂
を
生
見
地
区

公
民
館
で
開
催
し
、
児
童
・
保
護
者
・
女

性
部
員
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
合
わ
せ
て
１
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
は
、
種
や

花
が
ど
の
野
菜
に
な
る
か
を
ク
イ
ズ
形
式

で
学
び
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
家
の
光
協
会
が

発
行
す
る
子
供
向
け
月
刊
誌
﹁
ち
ゃ
ぐ
り

ん
﹂
の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
ト
ッ
ピ
ン
グ

カ
レ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
白
玉
を
保
護
者
や
女

性
部
員
と
一
緒
に
調
理
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
指
宿
支
部
は
８
月
４

日
、
指
宿
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
夏

休
み
を
利
用
し
た
親
子
で
の
稲
刈
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
・
保
護
者
・

青
年
部
員
な
ど
約
30
名
が
参
加
、
初
め

て
体
験
す
る
稲
刈
り
に
最
初
は
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
青
年
部
員
の
指
導
の
も

と
、
慣
れ
て
く
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
鎌
で

刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
親
子
で
な

か
な
か
経
験
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
貴
重
な
良
い
思
い
出
に
な
っ

た
。﹂
と
参
加
者
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

山
川
地
区
女
性
部
ゆ
と
り
教
室

66

指
宿
地
区
女
性
部
「
家
の
光
記
事
活
用
教
室
」
開
催

さ
れ
た
。
自
分
を
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。﹂
と
話
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。﹂
と
話

し
ま
し
た
。

親
子
で
稲
刈
体
験

青年部員に指導を受け、稲刈りを行う児童

参加した山川地区女性部員の皆様

参加した指宿地区女性部の皆様

スイカをくり抜き、フルーツ白玉を作る児童
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（
平
成
25
年
7
月
１
日
〜

平
成
25
年
7
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
指
宿
】

亀
之
園　

榮　

一　

（
78
）

吉　

本　

忠　

雄　

（
84
）

豊　

留　

ア
サ
ノ　

（
102
）

中　

野　

勇　

美　

（
64
）

【
山
川
】

川　

迫　

恵
美
子　

（
45
）

阿
間
見　

和　

則　

（
62
）

迫　

村　

キ
ミ
ヱ　

（
97
）

中　

村　

菊　

二　

（
95
）

松　

木　
　
　

保　

（
88
）

上　

薗　

信　

也　

（
43
）

上　

瀨　

吉　

広　

（
51
）

【
開
聞
】

松　

元　

泰　

裕　

（
66
）

下　

川　

信　

好　

（
87
）

下　

舞　
　
　

滿　

（
84
）

七　

夕　

純　

春　

（
72
）

番　

匠　
　
　

勇　

（
87
）

田
中　

フ
ユ
キ
ク　

（
100
）

【
頴
娃
】

祝　

迫　

正　

男　

（
94
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
25
年
８
月
29
日
、
第
８
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通

り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

遊
休
資
産
の
減
損
損
失
処
理
（
案
）
に
つ
い
て

○　

外
部
出
資
先
に
係
る
外
部
出
資
等
損
失
引
当
金
計
上
（
案
）
に
つ

い
て

○　

旅
行
事
業
に
係
る
事
業
方
式
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

○　

臨
時
職
員
就
業
規
則
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

○　

固
定
資
産
（
山
川
集
出
荷
貯
蔵
施
設
）
取
得
に
伴
う
建
設
委
員
会

の
設
置
（
案
）
に
つ
い
て

○　

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

○　

そ
ら
ま
め
選
果
機
の
改
善
工
事
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
平
成
25
年
７
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
上
半
期
現
金･

現
物
棚
卸
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
上
半
期
書
類
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
鹿
児
島
県
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
期
中
改
善
指
示
書
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
不
適
切
な
取
引
勧
誘
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
試
験
（
中
途
採
用
）
の
実
施
に
つ
い
て

・
総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

・
職
員
の
海
外
研
修
へ
の
派
遣
に
つ
い
て

・
経
済
事
業
に
お
け
る
特
別
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に

つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
農
業
機
械
大
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

他

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

飼
い
猫
は
十
七
才
に
な
り
よ
た
よ
た
と
歩
き
ク
ー
ラ
ー
の

部
屋
を
好
め
り

吉
田　

知
佐
子

体
力
も
思
考
力
も
衰
え
て
ソ
ー
メ
ン
流
し
の
別
世
界
に
浸
る

上
西
園　

ふ
じ
え

ひ
と
夏
を
酷
暑
続
き
の
今
朝
の
風
背
に
涼
し
く
季
は
移
る
ら
し

辰
野　

千
鶴
子

海
に
生
き
戦
後
の
家
族
支
え
来
し
八
十
路
の
兄
は
静
か
に

逝
け
り

川
畑　

信
子

取
り
合
い
し
取
ら
れ
る
寸
前
棚
下
に
投
げ
た
ダ
ル
マ
を

取
り
出
す
二
歳

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

我
が
腕
を
噛
み
て
逃
げ
た
り
小
さ
き
蟻
ボ
ル
ト
選
手
を

勝
る
疾
走

吉
永　

多
美
子

遠
き
日
の
恩
返
し
に
と
友
は
来
て
盆
に
生
花
を
亡
き
夫
に

さ
さ
ぐ

吉
元　

美
知
子

甘
き
香
の
安
納
い
も
の
届
き
た
り
教
え
し
子
ら
の
心
は

海
を
越
え

片
野
田　

健
一

猛
暑
に
て
ク
ー
ラ
ー
惜
し
ま
ず
使
う
日
々
電
力
消
費
に
目
を

つ
む
る
な
り

片
野
田　

道
子

闇
裂
い
て
昇
る
閃
光
高
々
と
そ
れ
ぞ
れ
空
夏
夜
は
じ
け
る

外
薗　

隆

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
三
日
（
金
）　
丹
波
地
区
公
民
館

　
八
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

表紙の写真
いぶすき農協観葉植物部会は昨年30周年を迎え、現在
約60名の部会員で構成されています。今回取材させて
頂いた、田原迫さんの様に若い後継者も日々、若い感
性を活かして生産に取り組んでいます。癒しの効果が
ある観葉植物で生活に潤いを与えてはどうでしょうか。

 

編
集
後
記

日
暮
れ
が
早
ま
り
、
夜

が
涼
し
く
感
じ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
秋

は
読
書
を
し
て
知
識
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。



表彰式


